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児童の平均身長は男子 142.4士 7.5cm, 女子 144.0士 7.9cm, 平均体重は男子36.4土











平日 3日間の食事喫食状況においての欠食率は朝食平均 6%，夕食平均 3％であった。
男女別•世代別・体型別の差は何れも僅少で有意差は認められなかった。理由として「食
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5) 間食の種類別14品目の喫食状況は男女間では 9品目，体型別では 4品目，う歯有無
別では 2品目に有意差が認められたが，各区別とも果物類，乳菓子類，清涼飲料，スナッ
ク菓子，牛乳，チョコレート・ガムが上位を占めていた。
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